
 

令和２年度 第５回岩手県大規模事業評価専門委員会 

 

日 時 令和２年 12 月９日（水）９:30～11:00 

場 所 エスポワールいわて３階特別ホール 

 

 

次     第 

 

 

１ 開  会 

 

２ 議  事 

（１）大規模公共事業の事前評価について＜継続審議＞ 

  ・小屋畑川広域河川改修事業（久慈市） 

（２）その他 

 

３ 閉  会 

 



専⾨分野 備 考

加藤 徹
宮城⼤学
名誉教授

農業⼟⽊
農村計画

専⾨委員⻑

狩野 徹
岩⼿県⽴⼤学社会福祉学部
副学⻑

都市計画
建築計画

副専⾨委員⻑

⼩井⽥ 伸雄
岩⼿県⽴⼤学総合政策学部
教授

経済学

島⽥ 直明
岩⼿県⽴⼤学総合政策学部
准教授

植⽣学
環境⽣態学

⽵内 貴弘
⼋⼾⼯業⼤学⼤学院⼯学研究科
教授

海洋⼯学
⽔⼯学

(⽋席)

松⼭ 梨⾹⼦
⼀般財団法⼈岩⼿県建築住宅センター
⼀級建築⼠

建築

⼋重樫 健太郎
北光監査法⼈
公認会計⼠

企業会計 (⽋席)

⼭本 英和
岩⼿⼤学理⼯学部
准教授

地震⼯学

（敬称略）

岩⼿県⼤規模事業評価専⾨委員会委員名簿(五⼗⾳順)

⽒   名 職 



 

 

令和２年度第５回大規模事業評価専門委員会  

配付資料一覧 

 

 

〇資料 No.１ 令和２年度大規模公共事業事前評価 継続審議資料 

       ・第４回専門委員会における審議概要 

       ・小屋畑川広域河川改修事業（久慈市）補足説明資料 

○資料 No.２ 大規模事業評価についての県民意見募集の実施結果 

○資料 No.３ 答申書（案） 

 

 

○参考資料  審議結果報告(案) 

 





 

 

 

令和２年度大規模事業事前評価 継続審議資料 
 

 

 

資料 頁 

第４回専門委員会における審議概要 ２ 

小屋畑川広域河川改修事業（久慈市）補足説明資料 ３ 

 

 

資料 No.１ 
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第４回専門委員会における審議概要 

 

➣ 審議対象 

  小屋畑川広域河川改修事業（久慈市）【事前評価】 

 

➣ 審議状況 

  諮問審議 令和２年 10 月 22 日 第４回大規模事業評価専門委員会 

   

➣ 主な質疑等の概要及び審議論点 

 

第４回委員会質疑等の概要 

専門委員からの主な質疑等 事業担当課等の対応（回答） 

① 小屋畑川の河道付替えを行うことにより、

長内川の下流側に影響はないか。 

（河川課） 

本事業で長内川の新街橋の架け替えを行う

と共に、別事業で長内川本川の下流の掘削を検

討しているところである。 

②  平成 28年の台風第10号における浸水範囲

が示されているが、この範囲は平成 28 年と

同様の雨が生じた際に、今回の小屋畑川の改

修で被害を防ぐことができるのか。 

（河川課） 

平成 28 年には、長内川の水が小屋畑川に逆

流したことで小屋畑川が氾濫し、家屋浸水が発

生したものである。本事業では現小屋畑川と長

内川の合流点に樋門を設置するため、逆流によ

る小屋畑川の氾濫を防ぐことができ、平成 28

年型の雨には対応できると考える。 

③  希少野生動植物の調査状況について報告

してほしい。 

（河川課） 

 資料を準備の上、次回の委員会で報告する。 

  

⇒今回報告 
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 1

月

 2

月

 3

月

 4

月

 5

月

 6

月

 7

月

 8

月

 9

月

 10

月

 11

月

 12

月

 1

月

 2

月

 3

月

 4

月

 5

月

 6

月

 7

月

 8

月

 9

月

 10

月

 11

月

 12

月

植物相

（植生・群落組成）

春季・夏季・秋季：各季節に開花、結実する植物を確認できる時期

秋季：植物の色調に変化があり、群落の判断が行いやすい時期 任意観察

鳥類
春季：春の渡り鳥を確認できる時期　初夏季：多くの鳥類の繁殖行動を確認できる時期

秋季：秋の渡り鳥を確認できる時期　冬季：越冬する鳥類を確認できる時期 任意観察

両性・爬虫・哺乳類

陸上昆虫類

春季：両生類繁殖期・春季出現昆虫の確認できる時期　夏季：活性が高くなる時期の確認できる時期

秋季：哺乳類繁殖期・秋季出現昆虫の確認できる時期
捕獲

無人撮影法

魚類
夏季：多くの魚種を確認できる時期

秋季：河川を遡上する魚を確認できる時期 捕獲

底生動物
夏季：秋季に羽化する水生昆虫の確認ができる時期

冬季～早春季：春季に羽化する水生昆虫の確認ができる時期
定性採集

室内分析

項目 調査時期の考え方 調査方法

計画：青色　　　　　調査実績：黒色　

令和２年 令和３年

【調査概要】
・⼩屋畑川における調査対象項⽬、時期等については以下表のとおり計画
・令和２年度は主に⽂献調査及び予備調査を実施しており、その結果を基に地元の有識者から本調査に関する意⾒を
伺う予定
・令和３年度は上記内容を基に本調査を実施し、調査結果により有識者から⼯事に関する意⾒を伺う予定

環境調査の概要

⼩屋畑川河道計画の⽅針が決ま
った段階での調査を予定

来春以降の本調査に向けた予備
調査を実施

有
識
者
ヒ
ア
リ
ン
グ

⿂類の本調査に関
する有識者ヒアリング
は６⽉に実施

3
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大規模事業評価についての県民意見募集の実施結果 

 

１ 意見募集の実施状況                                 

(1)意見募集を行った事業 

小屋畑川広域河川改修事業（久慈市）【事前評価】 

 

(2)意見の募集期間 

令和２年 10 月 26 日（月）～同年 11 月 25 日（水） 

 

(3)公表方法 

◆行政情報センター、行政情報サブセンター等への資料配架 

◆県公式ホームページへの資料等掲載 

◆報道機関への発表 

◆県広聴広報課ツイッター 

 

 (4)意見の募集方法 

  郵送（持参含む）、ファクシミリ、電子メールによる意見提出 

 

２ 意見の提出状況                                   

 

郵便 ファクシミリ 電子メール 意見提出件数 

１ ０ １ ５ 

 

資料 No.２ 
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様
式
第
１
号
（
第
９
関
係
）

 

 

意
見
検
討
結
果
一
覧
表

 

（
案
名
：
大
規
模
公
共
事
業
再
評
価
に
つ
い
て
の
意
見
募
集

 
 

対
象
事
業
：
小
屋
畑
川
広
域
河
川
改
修
事
業
（
久
慈
市
）
）

 

番
 
号

 
意
 
見

 
検
討
結
果
（
県
の
考
え
方
）

 
決
定
へ
の

 

反
映
状
況

 

１
 

計
画
の
地
図
を
拝
見
し
ま
し
た
。
小
さ
な
黒
点
が
住
居
構
造
物

を
示
す
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
現
行
よ
り
黒
点
が
大
分
少
な
い
の

で
、
お
そ
ら
く
相
当
古
い
地
図
が
原
図
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
ち
ょ
っ
と
気
に
な
り
ま
し
た
。

 

 

 
御
指
摘
の
あ
り
ま
し
た
地
図
に
つ
い
て
は
、
国
土
地
理
院
が

発
行
す
る
地
理
院
地
図
（
平
成

2
8
年
承
認
）
を
基
に
作
成
し
た

地
図
ソ
フ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
該
地
図
ソ
フ
ト
に
つ
い
て

は
、
概
ね
の
事
業
位
置
等
を
示
す
こ
と
を
目
的
に
平
成

2
9
年
度

に
更
新
し
て
お
り
、

5
年
ご
と
の
更
新
を
予
定
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
最
新
の
情
報
と
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
御
不
便
を
お
掛
け

し
ま
す
が
、
概
ね
の
位
置
を
把
握
す
る
目
的
で
あ
る
こ
と
を
御

了
承
願
い
ま
す
。

 

Ｆ
（
そ
の
他
）
 

２
 

住
居
（
黒
点
）
の
印
を
頼
り
に
、
新
小
屋
畑
川
の
領
域
を
把
握

し
よ
う
と
企
図
し
ま
し
た
が
、
上
記
の
理
由
や
地
図
が
か
な
り
大

ま
か
で
、
例
え
ば
何
処
の
家
が
引
っ
か
か
る
と
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
敢
え
て
、
明
確
に
表
示
し
て
い
な
い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

詳
細
な
図
面
の
早
期
公
表
を
望
み
ま
す
。

 

新
た
に
切
替
え
を
予
定
し
て
い
る
小
屋
畑
川
の
詳
細
な
図
面

等
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
事
業
説
明
会
の
開
催
な
ど
を
通
じ

て
、
丁
寧
に
ご
説
明
の
上
お
示
し
す
る
予
定
で
す
。

 

 

Ｄ
（
参
考
）
 

３
 

「
樋
門
」
と
し
か
記
載
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ど
の
よ
う
な
規
模
・

構
造
な
の
か
を
も
う
少
し
知
り
た
い
で
す
。（

旧
）
合
流
点
は
、
堤

防
化
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？

 

 
現
小
屋
畑
川
と
長
内
川
の
「（

旧
）
合
流
点
」
は
堤
防
を
築

き
、
締
め
切
っ
た
う
え
で
小
屋
畑
川
に
流
れ
込
む
雨
水
や
道
路

排
水
等
を
長
内
川
に
排
水
す
る
た
め
の
樋
門
を
設
置
す
る
こ
と

を
想
定
し
て
い
ま
す
。
樋
門
に
は
長
内
川
か
ら
の
逆
流
を
防
止

す
る
た
め
の
ゲ
ー
ト
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。
樋
門
の
詳
細
な

設
計
は
今
後
実
施
す
る
予
定
で
す
。

 

 

Ｆ
（
そ
の
他
）
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４
 

 
切
り
替
え
た
後
の
（
旧
）
小
屋
畑
川
は
、
将
来
ど
の
よ
う
に
す

る
の
で
し
ょ
う
か
。
現
行
で
放
置
で
し
ょ
う
か
？
 
そ
れ
と
も
河

川
を
埋
め
て
、
平
地
と
し
て
、
例
え
ば
道
路
の
拡
幅
な
ど
に
利
用

す
る
計
画
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

 

 
今
後
の
管
理
方
法
に
つ
い
て
は
、
現
在
検
討
中
で
あ
り
、
周

辺
の
土
地
利
用
や
関
係
機
関
と
の
協
議
を
踏
ま
え
て
決
定
し
て

い
き
ま
す
。

 

Ｄ
（
参
考
）
 

５
 

 
基
本
的
に
は
、
小
屋
畑
川
の
河
道
掘
削
区
間
よ
り
も
さ
ら
に
上

流
部
、
国
道

4
5
号
線
と
の
交
点
よ
り
も
さ
ら
に
上
流
部
に
砂
防

ダ
ム
を
構
築
す
れ
ば
、
よ
り
根
本
的
な
解
決
が
集
中
豪
雨
災
害
に

対
し
て
な
さ
れ
る
と
考
え
る
。
こ
こ
数
年
の
豪
雨
で
は
、
小
屋
畑

川
の
相
当
な
上
流
部
で
増
水
と
土
砂
流
失
が
発
生
し
、
下
流
の
被

害
を
生
ん
で
い
る
現
状
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。

 

 
さ
ら
に
言
え
ば
、
小
屋
畑
川
上
流
部
の
豪
雨
は
、
南
の
宇
部
川

流
域
の
浸
水
被
害
の
原
因
と
も
な
っ
て
い
る
。
小
屋
畑
川
の
河
川

改
修
と
並
行
し
て
、
宇
部
川
と
上
流
の
北
ノ
越
川
の
河
川
改
修
を

同
時
に
実
施
す
る
必
要
が
致
命
的
に
重
要
と
考
え
る
。

 

 

 
土
砂
流
出
等
を
含
め
た
当
該
地
区
の
水
害
対
策
に
つ
い
て

は
、
流
域
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
、
関
係
者
と
相

互
の
取
組
を
共
有
し
、
対
策
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

 

 
ま
た
、
宇
部
川
や
北
ノ
越
川
に
つ
い
て
も
同
様
に
流
域
で
対

策
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

 

な
お
、
今
回
の
事
業
で
は
令
和
元
年

1
0
月
の
洪
水
と
同
等
規

模
の
洪
水
に
対
応
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

効
果
が
発
現
さ
れ
る
よ
う
、
通
常
時
に
お
い
て
も
上
流
部
等
か

ら
河
川
に
流
入
し
た
土
砂
に
つ
い
て
は
、
現
地
の
状
況
を
確
認

し
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
河
道
掘
削
を
行
う
な
ど
、
適
切
な

維
持
管
理
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

 

Ｄ
（
参
考
）
 

 「
決
定
へ
の
反
映
状
況
」
欄
に
は
、
次
に
掲
げ
る
区
分
。

 

区
 
分

 
内
 
容

 

Ａ
（
全
部
反
映
）

 
意
見
の
内
容
の
全
部
を
反
映
し
、
計
画
等
の
案
を
修
正
し
た
も
の

 

Ｂ
（
一
部
反
映
）

 
意
見
の
内
容
の
一
部
を
反
映
し
、
計
画
等
の
案
を
修
正
し
た
も
の

 

Ｃ
（
趣
旨
同
一
）

 
意
見
と
計
画
等
の
案
の
趣
旨
が
同
一
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の

 

Ｄ
（
参
考
）

 
計
画
等
の
案
を
修
正
し
な
い
が
、
施
策
等
の
実
施
段
階
で
参
考
と
す
る
も
の

 

Ｅ
（
対
応
困
難
）

 
Ａ
・
Ｂ
・
Ｄ
の
対
応
の
い
ず
れ
も
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の

 

Ｆ
（
そ
の
他
）

 
そ
の
他
の
も
の
（
計
画
等
の
案
の
内
容
に
関
す
る
質
問
等
）
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令和２年 月 日  

岩手県知事 

達 増 拓 也 様 

 

岩手県政策評価委員会 

委員長  加 藤  徹 

 

大規模事業評価について（答申） 

令和２年10月 16日付け政第120号で諮問のあった大規模公共事業の事前評価につ

いて、次のとおり答申します。 

記 

１ 小屋畑川広域河川改修事業（久慈市） 
  【審議結果】 

「事業実施」とした県の評価は（妥当・妥当ではない）と認められる。（ただし、

次の意見を付す。） 

 

 

 

 

例示 

・「○○○○」とした県の評価は○○と認められる。 

・「○○○○」とした県の評価は○○と認められる。ただし、次の意見を付す。 

(1)・・・・すること。 

(2)・・・・すること。    

など 

答 申 書(案) 

資料 No.３ 

9



 
 

 

令和２年 月 日 

岩手県政策評価委員会 

  委員長 加 藤  徹 様 

 

岩手県大規模事業評価専門委員会 

      専門委員長 加 藤  徹  

 

 

大規模事業評価に係る答申について 

令和２年10月 16日付けで諮問の通知のありました大規模公共事業の事前評価につ

いて、令和２年○月○日開催の第○回大規模事業評価専門委員会において、すべての

調査審議を終了し、次のとおり決定しましたので報告します。 

記 
１ 小屋畑川広域河川改修事業（久慈市） 
  【審議結果】 

「事業実施」とした県の評価は（妥当・妥当ではない）と認められる。（ただし、

次の意見を付す。） 

 

 

 

例示 

・「○○○○」とした県の評価は○○と認められる。 

・「○○○○」とした県の評価は○○と認められる。ただし、次の意見を付す。 

(1)・・・・すること。 

(2)・・・・すること。    

など 
 

参考資料

審議結果報告(案) 
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